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■ナンバリングコード
05-TTM-208 教育学部 学校教育課程 / 道徳, 総合学習, 生徒指導, 教

育相談 〔２年次レベル〕

■授業概要
学校現場で生じる児童・生徒の問題を理解するために必要な心理学

的理論・知識，援助理論，援助方法などを講義や演習を通して学ぶ。

■到達目標
学校現場で生じる児童・生徒の問題を理解し，適切な支援を行うた

めに必要な心理学的理論や援助理論を体得する。

■授業内容
第 1 回：教育相談の概要　「教育相談とは何か」について概略を理解

する（担当：全員）

事前学習；メディアで報道されている教育相談に関するトピックス

を事前にいくつか収集し，自分なりの考えをまとめる

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 2 回：教育相談に関する心理学的理論１　相談業務で必要となる

カウンセリング理論を学ぶ（担当：全員）

事前学習；メディアで報道されているカウンセリング関するトピッ

クスを事前にいくつか収集し，自分なりの考えをまとめる

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 3 回：教育相談に関する心理学的理論 2　児童・生徒の問題に関

する心理学的知識を得る（担当：全員）

事前学習；前回の授業で課題として提示した，不登校や発達障害に

関する記事を読み，自分なりの考えをまとめる

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 4 回：教育相談に関する心理学的技法１　相談業務で必要となる

カウンセリング技法を学ぶ（担当：全員）

事前学習；前回の授業で課題として提示した，カウンセリング技法

に関する資料を読み，自分なりの考えをまとめる

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 5 回：教育相談に関する心理学的技法 2　前回の授業で学んだカ

ウンセリング技法を用いて，模擬面談（ワーク）を実施する（担当：

全員）

事前学習；前回の授業で課題として提示した，教育相談に関する事

例を読み，ワークに向けて練習を行う

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 6 回：教育相談に関わる近年の問題の傾向を知る１　子どもの貧

困と虐待について（担当：全員）

事前学習；前回の授業で課題として提示した，子どもの貧困と虐待

に関する新聞記事を読み，自分なりの考えをまとめる

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 7 回：教育相談に関わる近年の問題の傾向を知る 2　SNS を介し

たいじめと個人情報について（担当：全員）

事前学習；前回の授業で課題として提示した，SNS を介したいじめ

に関する事例を読み，自分なりの考えをまとめる

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

第 8 回：まとめ　教育相談に関する理論と実践について改めて振り

返る（担当：全員）

事前学習：前回の授業で課題として提示した，「これまでの授業で学

んだことをまとめて疑問を整理する」レポートをもとにグループデ

ィスカッションを行う

事後学習；授業内容に該当する参考文献を読み，学んだことの定着

を図る

■準備学習（予習・復習）等
授業内容欄に記載した通り，各回の授業テーマごとに事前の調べ学

習と事後の振り替りを適宜行います。

■授業形式
【授業形式】

講義、演習、実習

講義を中心として，グループディスカッション，学生によるプレゼ

ンテーションを適宜行います。

■成績評価の方法
各回で提示する課題と学期末の最終レポートにより，総合的に判断

して行う。

・各回における課題（70％）

・学期末の最終レポート（30%）

■教科書・参考書等
・エデユケーショナルマルトリートの理解と対応（中央法規）

・教育相談テキストブックー学校で出会う問題とその対応（金子書

房）

・教育動向 2023（明治図書）

・教育相談 基礎の基礎（学事出版）

■キーワード
教育相談，生徒指導，進路指導，不登校，特別支援教育，発達障害，

いじめ，学級崩壊，カウンセリングマインド，

■アクティブ・ラーニング
アクティブ・ラーニングを一部導入した科目

■授業形態
対面授業

■当科目によって得られる「ふくい地域創生士」としての
知識・能力

①「地域で学ぶ」：地域の自然・社会環境に関する基礎的知識

2026 年度



②「実践力」：地域の課題に向き合い包括的専門知識を応用し解決に

繋げようとする素養

③「専門応用力」：地域の職業現場・産業界の現状理解と高度専門職

業人としての目的意識
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